
演習Ⅰ、演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ、基礎演習Ⅱ

現代社会入門Ⅰ、現代社会入門Ⅱ、ジェンダーと現代社会

倫理学、人間学、
臨床心理学、

パーソナリティ心理学、
生命倫理学、

ニューロサイエンス概論、
社会心理学

文化・心理コース

地域社会学、家族社会学、
福祉と家族、

文化人類学、市民活動論、
国際結婚論、労働の社会学、

民俗文化論、文化と社会

家族・地域コース

簿記Ⅱ・Ⅲ、国際法、
データ構造とアルゴリズム、

日本国憲法、
自然環境と生態系、

セクシュアリティと身体、
家族法、社会学史、
生命の起源と進化、

Japan Studies �・�、
多文化理解実習、

特講 A・B

マクロ経済学、
ミクロ経済学、

経営戦略論、日本経済史、
金融論、財政学、

組織マネジメント論、
マーケティング論

経済・ビジネスコース

環境政策論、多様性の生物学、
マイノリティと法、食と環境、
法社会学、エネルギーと環境、

生活と法、公共政策分析論

環境・公共コース

現代政治論、
ヨーロッパ地域研究、

北米地域研究、
現代国際社会論、
現代日本政治論、

アフリカ地域研究、
アジア地域研究、

イスラーム地域研究、
国際関係論、国際協力論

政治・国際関係コース

歴史地理学概論、
人文地理学概論、

社会科教育法

DP(5) 主体性

自ら課題を見つけ、積極的に行動できる。
自らをケアし、持続的に課題に取り組むことができる。➁

DP(4) 対話・協働性

様々な状況に応じ、適切な形で対話ができる。
他の人と協働して目標の達成に取り組むことができる。➁

DP(3) 思考力・判断力

現代社会の諸問題について、批判的・論理的に考えることができる。
現代社会の諸問題について、信頼できる情報にもとづき、合理的
な判断をすることができる。

➁
➀

DP(2) 汎用的スキル

日本語を正確に理解・運用することができる。
英語によるコミュニケーション 能力、社会調査・分析のスキル、    
情報通信技術（ICT）の活用スキルといった、現代社会において
求められる技能や能力を有している。

➁

➀

DP(1) 知識・理解

現代社会の諸課題に取り組むうえで求められる専門的な知識・     
理解を有している。
人文・社会科学から情報・自然    科学まで、幅広い分野について
の基礎的な知識・理解を持ち、現代社会について多角的に考察   
する分野横断的な視野を有している。

➁

➀

2
年
次

3
年
次

➀ ➀

4
年
次

演習Ⅲ、演習Ⅳ

演習Ⅴ、演習Ⅵ

卒業論文

現代人権論、精神医学概論、
応用倫理学、

人間関係の心理学、
比較文化精神医学、

現代宗教論

文化・心理コース
観光とまちづくり、

スポーツ社会学、
比較家族史、

メディア文化論、
ジェンダーの社会学、

家族の人類学

家族・地域コース簿記Ⅳ・Ⅴ、
情報ネットワーク、
情報セキュリティ、

情報文明論、
ジェンダーと法、統計学、

Web プログラミング、
情報技術者の社会的責任、

ロボット社会論、特講 C・D

家族経済論、国際経営論、
会計学、国際経済学、

教育経済学、
サービス経営特論、

現代世界経済論

経済・ビジネスコース

環境開発論、都市政策論、
行政と法、社会福祉論、
労働と法、環境社会学

環境・公共コース
行政学、日本政治史、

国際関係史、地方自治論、
多文化社会論

政治・国際関係コース 地誌学概論、
自然地理学概論、

地理歴史科教育法、
公民科教育法

ネットワークⅠ・Ⅱ、
プログラミング、情報数学

データ分析入門、
量的調査法、

統計学基礎、質的調査法

Study Abroad
 AⅠ～Ⅳ、BⅠ

専門英語Ⅰ・Ⅱ

Study Abroad
AV ～Ⅷ、BⅡ

社会調査実習Ⅰ・Ⅱ

専門英語Ⅲ・Ⅳ

1
年
次

経営学アプローチ 情報学アプローチ環境学アプローチ社会学アプローチ社会思想アプローチ

経済学アプローチ 政治学アプローチ法学アプローチ簿記Ⅰ 心理学アプローチ哲学アプローチ 日本史概論、
東洋史概論、西洋史概論社会データ処理基礎短期英語　研修 A・B

教職科目コース科目（�,�年次）　/　アプローチ科目（�年次）現代社会共通科目スキル科目（英語・調査・情報）　/　留学科目

専
門
科
目
群

建学科目群

・言語
コミュニケーション

・情報基盤
・健康科学
・ジェンダー
・連携活動
・国際理解
・教養
・他学部学科の専門科

目の中から全学部に
オープンされている
科目

共通科目群


